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 脊椎動物の前後軸に沿った繰り返し構造は、発生期に一過性に現れる体節の等間隔パターンによって規

定される。この等間隔パターンは、胎仔の最尾部に位置する未分節中胚葉（PSM）が一定時間ごとに括れ

切れることによって形成される。本研究では、体節形成をモデルとして、時間的周期性が空間的周期性へ

の変換されるメカニズムを解明することを目的とする。具体的には、Hesの作り出す時間情報がFGFシグナ

ルの位置情報にどのように伝達され、利用されるのかを解析する。 

 

 PSMにおけるFGFシグナルの活性化領域を解析するために、FGFによって活性化されるとリン酸化される

ERKに着目し、そのリン酸化型特異的抗体を用いて、ゼブラフィッシュ胚のPSMにおけるFGFシグナルの活

性化領域を解析した。その結果、ゼブラフィッシュPSM領域において、ERKの活性化領域は、体節の分節面

から一定の距離のところに収束する傾向が認められた。この結果は、ERK活性化を一定の位置に規定する

メカニズムが存在する可能性を示唆している。また、ゼブラフィッシュHesをモルフォリーノによってノ

ックダウンした胚では、Erkの活性化領域の収束が認められなくなることから、Hes時間情報がFGF空間情

報を修飾している可能性が示唆された。現在私たちは、この修飾機構が体節の等間隔パターンを規定する

というモデルを立てている。 
 
 

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


